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当初輸入申告情報呼出し業務
について
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当初輸入申告情報呼出し業務とは
 修正申告等の当初申告情報を必要とする業務において、システムに保存されて
いる当初申告情報を呼出し、事項登録業務へ反映させることが出来ます

 DLI01：蔵出輸入申告等
（※蔵出輸入申告、移出輸入申告、総保出輸入申告、再蔵入承認申請、再移入承認申請、再総保入承認申請

または蔵出輸入（引取・特例）申告）

 DLI02：修正申告
（特例修正申告を含む）

 DLI03：関税等更正請求

 業務実施により、各呼出し業務に利用可能な「呼出し用申告等番号」を払いだし
ます

 DLI01：輸入申告事項呼出し（IDB）業務に利用可能

 DLI02：修正申告事項呼出し（AMB）業務に利用可能

 DLI03：関税等更正請求事項呼出し（KKB）業務に利用可能

＜留意事項＞

* 呼び出すことができるのは、当初輸入申告等をした者に限る。

* 修正申告の情報又は一括特例申告の情報を呼び出すことは出来ない。

* 更正の情報又は一括特例申告の情報を呼び出すことは出来ない。
・運用については以下参照してください。

「電算関係税関業務事務処理要領」 税関手続関連 共通編 共通手続

第２章 共通事項 第１２節 当初申告情報呼出し依頼関係手続

２ 当初輸入申告情報呼出し（修正申告） 及び ３ 当初輸入申告情報呼出し（関税等更正請求）
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当初輸入申告情報呼出し業務フロー①

I. 当初申告情報呼出し処理 起動依頼
 DLI01/DLI02/DLI03の 各当初輸入申告情報呼出し業務を行う。

 入力項目は、「処理区分コード：９」「当初申告等番号」「当初許可等年月日」。

 入力者に対し、処理結果通知に併せ、「当初申告情報呼出し依頼情報」
（SAD(海上)またはAAD(航空)4660/4670/4680）を返す。

II. ディレード処理
 1DI01/1DI02/1DI03の 各当初輸入申告情報呼出し(多数件処理)が行なわれ、

処理終了後「*C1DI01/同02/同03(随時処理結果通知情報)」を出力する。

III. 当初申告情報の利用
 IDB/AMB/KKBの各事項呼出し業務にて、DLI01/DLI02/DLI03業務にて払い

出された 「呼出し用申告等番号」を申告等番号欄に入力する。

 当初申告情報呼出し処理の終了後であれば、当初申告情報が呼び出され、
IDA/AMA/KKAの各事項登録業務の入力項目に補完される。

 当初申告情報呼出し処理がまだ処理中であったり、該当する呼出し情報が
存在しない場合などは、エラーメッセージを返す。
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当初輸入申告情報呼出し業務フロー②
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DLI01 当初輸入申告情報呼出し(蔵出輸入申告等)

 蔵出輸入申告等

 蔵出輸入申告等においてシステムに保存されている当初申告情報を利用する
場合に、当初申告情報呼出し依頼情報の登録を行います

 依頼情報の変更・削除も本業務により行います

 業務送信の約10分後にシステム処理が実行されます

 当初申告情報呼出し処理～随時処理が正常処理終了後、IDB業務（輸入申告事項
登録呼出し）において呼出しを可能とする「呼出し用申告等番号」を払い出します

 DLI01業務により実施します
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DLI01

処理区分：削除

当
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訂正・削除は「当初申告情報呼出し処理」が行われる
まで実施可能



DLI01 当初輸入申告情報呼出し(蔵出輸入申告等)

 DLI01業務の入力内容について
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登録情報の変更もしくは削除を行う場合、登録時に払い出される受理番号を
入力し、処理区分「３」として本業務を実施します

送信

処理区分コードが
５：変更/３：呼出し/１：削除
の場合、登録時に払い出さ
れた受理番号を入力

処理区分をコードで入力
９：登録
５：変更
３：呼出し
１：削除

処理区分コード「５」でかつ削除
を行う場合は「Ｄ」を入力
※処理区分「１」と同様の機能

システムに保存されている当初申告情報の「申告
等番号」および「許可等年月日※」を入力
※当初申告日でないことに注意！



DLI01 当初輸入申告情報呼出し(蔵出輸入申告等)

 DLI01業務の送信結果について①（応答画面）
 当初申告情報呼出し依頼（蔵出輸入申告等）情報(SAD4661 / AAD4660) および (*CDLI01)
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業務送信後、10分ほどお待ちください

受付完了のメッセージが出力されます

登録時には受理番号が払い出されます

送信時の処理区分が表示されます。
なお、3：呼出しを行った場合、応答画面か
ら ５：変更/１：削除へ処理区分を変更して
再送信が可能です

業務固有情報には、「受理番号」と
「呼出し用申告等番号」が出力されます



DLI01 当初輸入申告情報呼出し(蔵出輸入申告等)

 DLI01業務の処理結果について②（通知情報）
 「随時処理結果通知情報」（出力情報コード：＊Ｃ１ＤＩ０１） [EXZ型]
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随時処理結果通知情報の処理結果欄で「ＯＫ」を確認後、輸入申告事項呼出し
（IDB）業務において『呼出し用申告等番号』により呼出しを行ってください

輸入申告事項呼出し（IDB）で利用する番号

ＯＫ

12345

1ANAC

1

yyyy/mm/dd

hh:mm

0000-0000-0000

当初申告等番号ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ 呼出し用申告等番号12345678901

受理番号

随時処理終了日時

ＯＫ： 正常終了
ＥＲＲ： 処理異常

随時報出力情報件数

00000-0000-0000
04114
OK
1ANAC
1
2013/03/25
13:20
当初申告等番号：XXXXXXXXXXX 呼出し用申告等番号：12345678901



DLI02 当初輸入申告情報呼出し(修正申告)

 修正申告

 修正申告においてシステムに保存されている当初申告情報を利用する場合に、当初申告情報呼出
依頼情報の登録を行います

 依頼情報の変更・削除も本業務により行います

 業務送信の約10分後にシステム処理が実行されます

 当初申告情報呼出し処理～随時処理が正常処理終了後、 AMB業務（修正申告事項呼出し）において呼出し
を可能とする「呼出し用申告等番号」を払い出します

 DLI02業務により実施します

 ＜留意事項＞

 呼び出すことができるのは、当初輸入申告等をした者に限る。

 修正申告の情報又は一括特例申告の情報を呼び出すことは出来ない。
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DLI02 当初輸入申告情報呼出し(修正申告)

 DLI02業務の入力内容について
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登録情報の変更もしくは削除を行う場合、登録時に払い出される受理番号を
入力し、処理区分「３」として本業務を実施します

送信

処理区分コードが
５：変更/３：呼出し/１：削除
の場合、登録時に払い出さ
れた受理番号を入力

処理区分をコードで入力
９：登録
５：変更
３：呼出し
１：削除

処理区分コード「５」でかつ削除
を行う場合は「Ｄ」を入力
※処理区分「１」と同様の機能

システムに保存されている当初申告情報の「申告
等番号」および「許可等年月日※」を入力
※当初申告日でないことに注意！



DLI02 当初輸入申告情報呼出し(修正申告)

 DLI02業務の送信結果について①（応答画面）
 当初申告情報呼出し依頼（修正申告）情報(SAD4671 / AAD4670) および (*CDLI02)
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業務送信後、10分ほどお待ちください

受付完了のメッセージが出力されます

登録時には受理番号が払い出されます

送信時の処理区分が表示されます。
なお、3：呼出しを行った場合、応答画面か
ら ５：変更/１：削除へ処理区分を変更して
再送信が可能です

業務固有情報には、「受理番号」と
「呼出し用修正申告番号」が出力されます



DLI02 当初輸入申告情報呼出し(修正申告)

 DLI02業務の処理結果について②（通知情報）
 「随時処理結果通知情報」（出力情報コード：＊Ｃ１ＤＩ０２） [EXZ型]
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随時処理結果通知情報の処理結果欄で「ＯＫ」を確認後、修正申告事項呼出し
（AMB）業務において『呼出し用修正申告番号』により呼出しを行ってください

修正申告事項呼出し（AMB）で利用する番号

ＯＫ

12345

1ANAC

1

yyyy/mm/dd

hh:mm

0000-0000-0000

当初申告等番号ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ 呼出し用修正申告番号12345678901

受理番号

随時処理終了日時

ＯＫ： 正常終了
ＥＲＲ： 処理異常

随時報出力情報件数

00000-0000-0000
04114
OK
1ANAC
1
2013/03/25
13:20
当初申告等番号：XXXXXXXXXXX 呼出し用修正申告番号：12345678901



DLI02 当初輸入申告情報呼出し(修正申告)

 修正申告事項登録（AMA）業務への補完項目
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当初申告の輸入者が補完されます

当初申告の欄部が補完されます



DLI03 当初輸入申告情報呼出し(関税等更正請求)

 関税等更正請求

 関税等更正請求においてシステムに保存されている当初申告情報を利用する場合に、当初申告情
報呼出依頼情報の登録を行います

 依頼情報の変更・削除も本業務により行います

 当初申告情報呼出し処理～随時処理が正常処理終了後、 KKB業務（関税等更正請求事項呼
出し）において呼出しを可能とする「呼出し用更正請求番号」を払い出します

 DLI03業務により実施します

 ＜留意事項＞

 呼び出すことができるのは、当初輸入申告等をした者に限る。

 更正の情報又は一括特例申告の情報を呼び出すことは出来ない。
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DLI03

処理区分：削除
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DLI03
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訂正・削除は「当初申告情報呼出し処理」が行われる
まで実施可能



DLI03 当初輸入申告情報呼出し(関税等更正請求)

 DLI03業務の入力内容について
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登録情報の変更もしくは削除を行う場合、登録時に払い出される受理番号を
入力し、処理区分「３」として本業務を実施します

送信

処理区分コードが
５：変更/３：呼出し/１：削除
の場合、登録時に払い出さ
れた受理番号を入力

処理区分をコードで入力
９：登録
５：変更
３：呼出し
１：削除

処理区分コード「５」でかつ削除
を行う場合は「Ｄ」を入力
※処理区分「１」と同様の機能

システムに保存されている当初申告情報の「申告
等番号」および「許可等年月日※」を入力
※当初申告日でないことに注意！



DLI03 当初輸入申告情報呼出し(関税等更正請求)

 DLI03業務の送信結果について①（応答画面）
 当初申告情報呼出し依頼（関税等更正請求）情報(SAD4681 / AAD4680) および (*CDLI03)

18

業務送信後、10分ほどお待ちください

受付完了のメッセージが出力されます

登録時には受理番号が払い出されます

送信時の処理区分が表示されます。
なお、3：呼出しを行った場合、応答画面か
ら ５：変更/１：削除へ処理区分を変更して
再送信が可能です

業務固有情報には、「受理番号」と
「呼出し用更正請求番号」が出力されます



DLI03 当初輸入申告情報呼出し(関税等更正請求)

 DLI03業務の処理結果について②（通知情報）
 「随時処理結果通知情報」（出力情報コード：＊Ｃ１ＤＩ０３）[EXZ型]
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随時処理結果通知情報の処理結果欄で「ＯＫ」を確認後、関税等更正請求事項
呼出し（KKB）業務において『呼出し用更正請求番号』により呼出しを行ってください

受理番号

呼出し用更正請求番号12345678901当初申告等番号ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ＯＫ

12345

1ANAC

1

yyyy/mm/dd

hh:mm

随時処理終了日時

関税等更正請求事項呼出し（ＫＫＢ）で利用する番号

ＯＫ： 正常終了
ＥＲＲ： 処理異常

0000-0000-0000

随時報出力情報件数

当初申告等番号：60080655600 呼出し用更正請求番号：60080657810当初申告等番号：XXXXXXXXXXX 呼出し用更正請求番号：12345678901

00000-0000-0000
04114
OK
1ANAC
1
2013/03/25
13:20
当初申告等番号：XXXXXXXXXXX 呼出し用更正請求番号：12345678901



当初輸入申告情報呼出しを行えなかった場合

 各DLI業務の処理結果について（呼出しを行えなかった場合）
 「随時処理結果通知情報」（出力情報コード： ＊Ｃ１ＤＩ０１、 ＊Ｃ１ＤＩ０２ 、＊Ｃ１ＤＩ０３）
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随時処理結果に申告番号が出力されない場合は呼出しが行われていません。
対象の当初申告番号が、呼出し可能な番号であるか再度確認してください。

※システム処理結果に応じ、以下のいずれかのコードが出力されます

○呼出し依頼に対する出力情報件数が０件の場合： Ｗ０６０２－００００－００００

→ 申告番号の入力が誤っているか、呼び出し可能期間（７年間）以前に輸入許可された

申告番号である可能性があります。
また、当初輸入申告呼出し時に、当初許可等年月日を入力していますか？
＊当初申告日でないことに注意！

○当初申告を行った利用者以外が呼出しを行った場合：Ｗ０６０１－００００－００００

→ 当初申告を行った通関業者（呼出し可能な利用者コード）ではありません。

XXXXX – XXXX - XXXX 

呼出しが行えなかった場合、呼出し用申告等番号が出力
されません。呼出し用申告等番号が出力されない場合は、
処理結果に対応するコード※が出力されます。

yyyy/mm/dd

hh:mm

随時処理終了日時

0 随時報出力情報件数



当初輸入申告情報呼出しにおける留意事項

 留意事項（重要）
 修正申告および関税等更正請求の当初情報を呼出すことは出来ません

 当初輸入申告を行った者（利用者コード）以外は呼出しを行えません

 当初申告の輸入等許可日の翌日12:00以降より呼び出し可となります。

 その他留意事項
 システム処理は10：00～18：45の間に行われます。

18：45以降の業務送信は、翌日10：00以降に処理されます

 呼出し依頼が集中するなど、処理完了まで10分以上かかる場合があります

 当初申告情報呼出し可能期間は、当初申告情報の原本保存期間（７年間）となります

 複数の当初申告情報を、修正申告および関税等更正請求の欄部に一括して呼び出すことは出来ま
せん
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呼出し対象外の場合は、従来どおり事項登録業務において
当初輸入申告情報を入力する必要があります



一括納付用明細データ関連
依頼情報登録業務について
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「一括納付用明細データ」等の再配信について

 一括納付用明細データ関連依頼情報登録業務について
 随時報である「一括納付用明細データ」、「一括納付用明細情報」及び「一括納
付用明細総括データ」の取り出しを行います。

 「一括納付用明細データ（民用）関連依頼情報登録・変更（ＤＬＳ03）業務」 で行う
事が可能です。
※出力依頼可能期間は、一括納付用明細データ等（月報）配信の翌日から翌々年末日
までとなります。
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NACCS

①作成依頼

②依頼に基づき自動処理

⑥受信
④管理資料取出サーバ

⑤取出し

③随時報の作成完了通知

一括納付用明細データ
関連依頼情報登録
【DLS03】

納付明細

当明細データの配信日から６２日以内であれば、ＤＬＳ03業務ではなく、「管理
資料再取り出し」により取得することが可能です。



随時報出力依頼業務について

 一括納付用明細データ（民用）関連依頼情報登録･変更
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出力依頼要求パターンを入力する
１：一括納付書番号または納付番号を指定して、一括納付
用明細データの出力要求を行う

２：法定納期限、輸入者及び申告者を指定して、一括納付
用明細データの出力要求を行う

処理区分をコードで入力する
9：登録
5：変更
3：呼出し
1：削除

（１）MPN対象の場合、納付番号を入力
（２）MPN対象外の場合、一括納付書番号を入力


